
すごろくはルールが簡単でシンプルなため、ボードゲームの中でも特に子供

向けな印象がある。今回は、より複雑でプレイに時間のかかるボードゲームが

好きな人でも楽しめる新たなすごろくの制作を目標として研究を行った。

ボードゲームが好きな人（今回は週に2回以上遊ぶ人を定義とした）や有識

者（ボードゲームカフェスタッフ）へのインタビュー、アンケート調査から、

現状のすごろくの問題点として[①プレイヤーに選択肢がない][②ダウンタイ

ムが長い]の2つが挙げられることがわかった。①に対しては現状のルールの運

で決まる部分に選択肢をもたせる、②に対してプレイヤー同士の行動に相互性

をもたせる(他人の手番中でもする/されることがある)という方針を立てた。

最終制作物「魔法修行の旅」は3個の特殊なサイコロを用いる。それぞれの

面に赤青黄緑いずれかの模様があり、マスの代わりとなるタイルと対応してい

る。サイコロを振ったあと、3つのうち選んだ目の色に合わせて進む先を決め

る。移動先のタイルにプレイヤーに有利な効果が割り振られており、発動の有

無は停まったプレイヤーが決めることができる。発動時に必要なトークンの管

理、発動時の盤面変化（発動したタイルが回収される）などでプレイヤー間の

駆け引きが生まれ、戦略的な戦いが求められる。
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